
《主体性・多様性・協働性》生徒間で質疑応答させ、互いに充実したやりとり

ができるか。また、自身の知識とテキストの内容とを結びつけて妥当な説明が

できるか（授業中の応答などで判断する）。

教科「国語」シラバス

1. 学習の到達目標と評価の観点

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材

（教科名） 国語
『2022 共通テスト対策問題集 Vol.5 国語 古典[古

文・漢文]』（河合出版）

 『基礎から学ぶ 解析古典文法 三訂版』（桐原書

店）

 『漢文学習必携 三訂版』（京都書房）

  入試過去問等のプリント問題

３単位 高３《文系自由選択》
（科目） 古典特講

①演習問題を通じて基礎を固め、知識を定着させると供に、定着した知識を

使って問題に取り組む力を身につける。

 ②漢文の問題演習を中心に、様々な文章を読むことによって、古典常識や読解

のパターンを理解し、文章読解において知識を活用する力、及び思考力を身に

つける。

  ③多くの文章を読解し問題演習を繰り返すことを通して、正確に文章を読解

しつつ、難易度の高い問題を一定の時間内に解く力を養う。

学習の到達目標

《知識・技能》単語や文法事項などが定着しているか（授業中の応答および定

期試験などで判断する）。

評価の観点
《思考力・判断力・表現力》文脈を正しく捉え、行間を想像する力が醸成され

ているか（授業中の応答および定期試験などで判断する）。

【定期考査における観点別評価について】

年間4回の定期考査において、各回とも問題ごとに《知識・技能》《思考力・判断力・表現力》《主体性・多様

性・共同性》の３観点おける評価を行い、点数化し、評定算出の基本資料とする。

【点数化が難しい科目や課題について】

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの…………100%

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの…… 80%

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの…………… 60%

Ｄ：未提出、未実施…………………………………………　0%



１

学

期

中

間

考

査

ま

で

◎全般･･単語や文法事項などの基礎部分

を把握できているかを確認する。文学史

的事項は適宜指導する。

 

 いずれも共通テスト対策の問題として作

成されたものであり、複数資料を総合し

て理解する力を養成するものである。授

業においてもそれを意識させ、資料同士

を関連づける力を向上させていく。

※教育的効果を考え、事前に生徒に説明した上、扱う教材・内容を変更することもある。

2. 学習計画及び評価方法等

単元 学習のねらい 学習のポイント、使用教材等
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◎全般･･単語や文法事項などの基礎部分

を把握できているかを確認する。文学史

的事項は適宜指導する。

 

 漢文を多めに解き、古典分野の総合力を

向上させる。

 

 共通テストの過去問を解き、現時点での

到達度を知る。
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間
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◎全般･･単語や文法事項などの基礎部分

を把握できているかを確認する。文学史

的事項は適宜指導する。

 

 引き続き、共通テストの対策をおこな

う。適宜、文学史的事項も織り交ぜる。
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◎全般･･単語や文法事項などの基礎部分

を把握できているかを確認する。文学史

的事項は適宜指導する。

 

 引き続き、共通テストの対策をおこな

う。和歌関連の資料も多いので、和歌の

知識も補填しながら進める。

 

 漢文については、訓読文作成の確認と句

法の確認とを徹底する。

様々な知識を集合させて、文章

を読解させること、および設問

に対峙することを訓練する。

 ・『2024共通テスト対策問題集

国語 古典〔古文・漢文〕』

様々な知識を集合させて、文章

を読解させること、および設問

に対峙することを訓練する。

 ・『2024共通テスト対策問題集

国語 古典〔古文・漢文〕』

様々な知識を集合させて、文章

を読解させること、および設問

に対峙することを訓練する。

 

 ・『2024共通テスト対策問題集

国語 古典〔古文・漢文〕』

様々な知識を集合させて、文章

を読解させること、および設問

に対峙することを訓練する。

 ・『2024共通テスト対策問題集

国語 古典〔古文・漢文〕』

 ①『伊勢物語』

 ②『発心集』『宇治拾遺物語』

『平家物語』

 

 ③『雨月物語』『玉勝間』

 

 ④『岩屋の草子』

 

 ⑤『枕草子』

 ①『無名抄』『戴恩記』

 

 ②『堤中納言物語』『掃墨物語

絵巻』

 

 ③『東関紀行』

 

 ④『俊頼髄脳』『古来風体抄』

 

 ⑤『戦国策』（漢文）

 ①『源氏物語』

 ②『帰家日記』『平家物語』

 

 ③『今鏡』『栄花物語』

 

 ④『述異記』

 

 ⑤『列子』

 ①『平中物語』『伊勢集』

 

 ②『韓非子』

 

 ③『白氏文集』『史記』

 

 ④『淮南子』

 

 ⑤共通テスト過去問演習
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「定期考査の得点（100点）」80％、授業に対する取組み・姿勢などの「平常点」20％として、それぞれの学

期の成績・学年の成績を算出する。

【成績評価の概要について】

⑴ １学期における評価の対象（国語Ⅱ）

中間試験〔100点〕、期末試験〔100点〕、単語テスト〔20点〕、平常点〔30点〕（授業中の応答、意欲など）

⑵ 学期評定の算出方法

中間試験〔100点〕、期末試験〔100点〕、単語テスト〔20点〕、平常点〔30点〕（授業中の応答、意欲など）

⑶ 年度末評定の算出方法


